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②林道規程の運用細則　（令和3年6月22日付け3林整整第316号）

④林業専用道の計画・設計・積算・施工管理にあたっての留意事項【長崎県版】
（令和5年6月15日付け5森整第91号）

③林道専用道作設指針の運用【林野庁版】　（令和5年5月26日付け5林整整第50号）
②林道専用道作設指針【長崎県版】　（令和5年3月30日付け4森整第435号）
①林道専用道作設指針【林野庁版】　（令和3年4月1日付け２林整整第1396号）

（２）林業専用道について

①林道規程　（昭和48年４月１日付け林野道第107号）

（１）林道規程－運用と解説－　（令和3年版）　【発行：日本林道協会】

１－１　関連する図書及び通知文書

１．林道規程細則

　自動車道の構造について、「林道規程（昭和48年４月１日付け林野道第107号）」
第３章自動車道の構造に基づき、林道規程細則（以下、「県細則」という。）を定
める。



1－2　設計要素の基準値
道の構造に係わる林道区分別設計要素の基準値
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1－2　設計要素の基準値
道の構造に係わる林道区分別設計要素の基準値
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１－３　県細則

第16条　曲線部の片勾配

 【県細則】

　(1)　１車線の曲線部における片勾配は次表による。

　(2)　２車線の曲線部における片勾配は次表による。

（単位 ： ｍ）

　(3)　林業専用道の曲線部における片勾配は、原則、設けないものとする。

　(4)　１車線の片勾配は、緩和区域の起終点にすりつけるものとし、次図のように車道中心線を基準に

　　 片勾配を設置する。

　(5)　２車線における片勾配のすり付け方法は、次によるものとする。

　　ア．片勾配の回転軸

　　片勾配のすり付け方法としては、図１に示すように林道又は車道の中心を回転軸にとる場合と、

　車道の外側縁を回転軸にとる二通りがある。

　　通常の場合は、車道の中心を回転軸とするものとする。ただし、雨水処理、地形その他の関係か

　ら車道の中心を回転軸にすることが適当でないときは、車道外側縁を回転軸とするものとする。

図１　　片勾配のすり付け方法
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　　 イ．すり付け率

　　片勾配すり付けの長さは、車道縁に沿う片勾配すり付けの割合が次表に示す値以下となるような

　長さとすることが望ましい。

　　 ウ．すり付け方法

　　片勾配の回転軸を中心線とした場合のすり付け方法は、内側車線の横断勾配に外側車線の勾配が

　等しくなるまで、内側車線の横断勾配を標準勾配のままとし、同一平面となってから外側車線に合

　わせて片勾配を附する方法を原則とする。

　　また、片勾配の回転軸を車道外側縁とした場合のすり付け方法は、回転軸を外側線に移動させ、

　片側車線の横断勾配にほかの片側車線の勾配が等しくなるまで、片側車線の車横断勾配を標準勾配

　のままとし、同一平面となってから回転軸に合わせ片勾配を附するものとする。

　　なお、緩和区間長が標準値より短縮しなければならない場合など特別の理由があるときは、これ

　によらないことができる。各条件における具体的なすり付け方法は、次の（ア）～（カ）によるも

　ものとする。すなわち、外側車線の勾配が-1．5％～+1．5％（横断勾配処理）となる区間長をLsと

　し、緩和区間長の２分の１を標準（又はすり付け率から定まる一定区間）とする。なお、表－１す

　り付け率から定まる一定区間）とする。なお、表－１　「すり付け率」等から不適当な場合は、図

　３～図８を参考に適当な方法によるものとする。

図２　標準勾配すり付け図

〔図の説明：すり付け図〕　　　　　（道路構造令より）　S58. 2　改H5. 11. 25

　①一点鎖線　（　　　　　　）　：　片勾配設定の基準線　（点C ： 図１参照）

　②実　　　線　（　　　　　　）　：　左側縁　（点Ａ）

　③破　　　線　（　　　　　　）　：　右側縁　（点Ｂ）

　④ＬＳ　： 外側車縁について一様すり付けにおいて-1．5～+1．5の区間

　⑤Ｌ    ： 緩和区間長　（すり付け率から定まるすり付け長）

〔曲勾図〕

　①　Ｒ　　： 円曲線

　②　Ａ　  ： 緩和曲線

　③Ｒ＝∞  ： 直線
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        表－１　　すり付け率
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（ウ）大円－卵形緩和曲線－小円の場合

図５

（エ）大円－小円の場合

図６

（オ）円曲線－背向緩和曲線－円曲線

図７



（カ）円曲線－背向緩和曲線－円曲線

図８

　　エ．　平面線形　（クロソイド曲線の設定）　での留意事項

　ⅰ）　理想の曲線長

　　クロソイド－円曲線－クロソイドの各曲線長は、概ね１ ： １ ： １とするのが望ましい。

（※道路公団資料Ｐ．91）

　ⅱ）　Ｓ型

　　Ｓ型では、KAを一致させることを原則とし、やむを得ず直線を介在させる場合は、20ｍ程度

　確保するか直線長 ℓ≦　（Ａ１＋Ａ２）　／　４０以下とする。

（※道路公団資料Ｐ．92、　Ｐ．111）

　ⅲ）　卵型

　　特にダブル曲線の時に、卵型との検討をする。　（※道路公団資料Ｐ．92）

　　※　再度、Ｓ型・卵型の適用に留意し、クロソイド曲線を設定する。

　　   　やむを得ず例外がある場合は、発注者側と協議する。

　ⅳ）　片勾配、拡幅量のすりつけ方

　　クロソイド始点KAまでを原則とする。　ただし、片勾配に関して、Ｓ型ではKAが一致した場

　合や、直線長（ℓ≦（Ａ１＋Ａ２　／ ４０）を満たす場合は、KA点及びKA点間の中間点におい

　て横断勾配を ｌ ｅ ｖ ｅ ｌ とし、KE点にすりつける。

（※道路公団資料Ｐ．111）

　オ．縦断線での留意事項

　ⅰ）　縦断勾配

    特に２～３％以下の縦断勾配では、側溝排水が不良になる場合があり、すりつけ率 を考慮

し ながら、すりつけ位置を変更して対処する。

　カ．横断面での留意事項

　　縦断図からの計画高は、測量中心線上の計画高であり、横断勾配及び片勾配も測量中心線を基準

　とする。拡幅がある場合は、内側拡幅として、車道中心（白線）を拡幅量分だけ測量中心線より移

　動し、図示する。



第18条　緩和区間

 【県細則】

　(1)　１車線

ア　緩和曲線は次図を基準とし緩和区間長は、１， ２級自動車道は10ｍ， ３級は６ｍと

　する。

　Ｗ＝規程拡幅量

 Ｌ＝ １級　・　2級林道10ｍ Y＝ １級　・　２級林道８ｍ　

  ３級林道６ｍ  ３級林道４ｍ

イ   複合曲線、背向曲線の緩和線形

　　 複合曲線、背向曲線の緩和曲線形は、１、　２級自動車道（２車線を除く）については曲線標

　準図１－２ から図 １－４ を、３級自動車道については図 ２－２ から図 ２－４を基準とする。

　　ただし、背向曲線において地形等の条件によりこの適用が困難な場合には図 １－５及び図２－

　５によるものとする。

　(2)　林業専用道

ア　緩和曲線は次図を基準とし緩和区間長は、８ｍとする。

イ   複合曲線、背向曲線の緩和線形

　　 複合曲線、背向曲線の緩和曲線形は、曲線標準図 ３－１ から図 ３－４を基準とする。



(3)    ２車線の緩和曲線　（クロソイド）　は以下によるものとする。

ア  クロソイド曲線の型区分

　　クロソイド曲線は、図１～３に示すように①基本型 （対称型、非対称型）、②凸型（対称型、

　非対称型）、③Ｓ型及び卵型に区分する。なおクロソイド曲線は、緩和区間の終端で円曲線又はほ

　かのクロソイド曲線に接続するものであり、型区分にとらわれることなく、独立したクロソイド曲

　線とし て取り扱ってよい。

(a)　基本型対称型 (b)　基本型非対称型

図１　　クロソイド曲線型　　（基本型）

(a)　凸型対称型 (b)　凸型非対称型

図２　　クロソイド曲線型　　（凸型）

(a)　　Ｓ　　型 (b)　　卵　　型

図３　　クロソイド曲線型　（Ｓ型・卵型）



イ　クロソイド要素と記号

　　1)　クロソイド要素の説明

　　　　クロソイド要素及び記号は、図４によるものとする。

図４　　クロソイド要素及び説明図

図５　　クロソイド上に任意の弦をとった場合

〔記号説明〕

　図４における記号は次のとおりである。

Ｏ ： クロソイド原点

Ｐ ： クロソイド上の任意の点

Ｍ ： クロソイド上のＰ点における曲率の中心

ＯＸ ： 主接線　（クロソイド原点における接線）

Ａ ： クロソイドのパラメーター

Ｘ・Ｙ ： Ｐ点のＸ・Ｙ座標

Ｌ ： クロソイド曲線長

Ｒ ： Ｐ点における曲線半径

△Ｒ ： 移程量　（シフト）

ＸＭ・ＹＭ ： Ｍ点のＸ、Ｙ座標

τ ： Ｐ点における接線角　（ら線角）

σ ： Ｐ点の極角

ＴＫ・ＴＬ ： 短接線長、長接線長

Ｓ０ ： 動径

Ｎ ： 法線長

Ｕ ： TLの主接線への投影長

Ｖ ： Ｎの主接線への投影長

Ｔ ： Ｘ＋Ｖ＝ＴＬ＋Ｕ＋Ｖ

　また、図５のようにクロソイド上に任意の弦をとったときは、次のとおりである。

Ｂ ： 曲線長

Ｓ ： 弦長

ψ ： 弦角

Ｆ ： 拱矢　（こうし）



　2)クロソイドに関する公式

　　クロソイドに関する公式は次による。

Ａ
２ Ａ Ｌ

Ｌ ℓ ２τ √２τ

Ａ
２ Ａ

Ｒ ｒ

Ｌ

２Ｒ

Ｌ
２

２τ

1

√２τ

∞ Ｌ

Σ ２Ｒ

Ｌ
２

６Ｒ

Ｌ
２ 1 ∞ Ｌ

２Ｒ 3 Σ ２Ｒ
ⅰ＝１

＝ Ｙ＋Ｒｃｏｓτ－Ｒ

＝ Ｙ－Ｒｓｉｎτ

＝ Ｘ－Ｙｃｏｔτ

＝ Ｗ＋ＸM ･･････････････ （以下図１(a)に対応）

ここに、 θ

2

ｃｏｓ θ

2

α ＝ θ－２τ

ウ　クロソイド曲線の設置法

　　クロソイド曲線の設置法は、基本対称型を基本とし、地形の状況等に応じ適切な形式を適用する

　ものとする。

　　設置法については、「クロソイドポケットブック」（日本道路協会）及び「クロソイド曲線表」

　（財団法人林業土木コンサルタンツ）等によるものとする。ただし、林道の場合は地形条件が厳し

　く、場既定の方法等では現地の対応が非常に困難な場合が多いので、クロソイド曲線と連続する円

　曲線を独立した方法によることができるものとし、次により行うものとする。

　

Ｒ

Ｌ

＝

τ ＝

1Ｘ

 Ｔｃ

＝ Ａ√２τ２τＲ

　 　２ⅰ

＝ Ｌ
Ｌ

２

－

＝

＝＝
Ａ

＝

Ｙ

－

＝

56Ｒ
２

XM

△Ｒ

＝W

Ｙ＝ =Ｙcosecτ

 ＴL

=Ｙcosecσ

ＴK

＝Ｓ0

（Ｒ＋△Ｒ）

Ｙ ＝ 1

　　２ⅰ

Ｒ

＋ ･･････
Ｌ

４

7040Ｒ
４

Ｌ
２

＋ －
Ｌ

６

1612800Ｒ
６

ｓｉｎ

1

－

σ

1Ｌ

２Ｒ
２

Ａ
２

２Ａ
２

Ｌ
２

＝＝

40Ｒ
２

（２ⅰ） ！ （４ⅰ＋１）
（－１）

ⅰ

＋

＝＝＝

√ＲＬ＝Ａ √２τ・Ｒ＝＝

２τＲ
２＝＝ＬＲ＝Ａ

２

ℓ・Ｒ

・・・・＋
599040Ｒ

６

Ｌ
６

＋＋
3456Ｒ

４

Ｌ
４

＝＝Ｌ・ｒ

1
・（Ｒ＋△Ｒ）＝Ｎｃ

＝

ⅰ＝1

τ
ｓｉｎ

1

＋

（Ｓｏ＝√Ｘ２＋Ｙ２）
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 Ｌｃ

（２ⅰ＋１） ！ （４ⅰ＋３）

（－１）
ⅰ

Ｒ・π・α°
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   1)  クロソイド曲線設置の標準的手順 　

　　　クロソイド曲線設置の標準的手順は、図６によるものとする。なお、次のフローはトラバー測

　　量の結果等から現地曲線設定条件を把握後のものである。

Ｒ

3

クロソイド要素のうち、ディメンション

を持つ一つを含めた二つの要素が決まれ

ば、単位クロソイド表などによってほか

の要素を求めることができる。

ディメンションを持たない要素はそのま

ま長さのディメンションをＡ倍すれば、

求めるクロソイドの要素が定まる。

各要素の計算はコンピュー

ターによると速算、便利

中間点の設置は、地形的条件、クロソイ

ド条件によっていろいろな方法があるが、

主接線を基準線とした直角座標、極角と

動径により設置する方法が一般的である。

図６　　クロソイド曲線設定の標準的手順

Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ

主要点ＫＡ・ＫＥ・(ＩＰ)

Ｅ　Ｎ　Ｄ

⑤ 中 間 点 の 設 置

⑥ 次 の 曲 線 へ 移 る

（終了するまで繰り返す）

であることが望ましいＡはＲ≧Ａ≧ 

①パラメーター（Ａ）の決定

② Ｒ 又 は Ｌ を 決 め る

③クロソイド要素を求める

④ 主 要 点 の 設 置



2)　基本型の設計

　　基本型には、図１に示すように、対称型と非対称型の二通りがある。対称型の場合は、線形に対

する制約が少ないときに用い、非対称型は線形が特に制約されるときに生ずるもので、多くの場合

もので、多くの場合接線長を短縮する場合が多い。

3)　凸型の設計

　　凸型の設計は、前記2)同様に対称型と非対称型の二通りがある。この曲線は、線形に対して特に

制約があって、最小曲線半径と最小パラメーター（円曲線を挿入しない）とで設計するものである

でが、いくつかの欠点を有するものであることから、二つのクロソイドの接続する点の曲率半径が

相当大きくない限り用いないものとする。

4)　Ｓ型の設計

　　Ｓ型の設計は図７に示すように、曲率が互いに異符号である二つの円曲線の間を二つのクロソイ

ドで結んだもので、二つのクロソイドの各々パラメーターは相等ししいことも、相異なることもあ

る。この曲線は、二つの円曲線を地形に合わせて設定したのち、それら の間を結ぶものとして定

められるのが普通である。

　　設計上注意すべきことは、二つのパラメーターのいずれについても、接続する円の半径との間に

Ａ≧Ｒ＞３（なるべくＡ≧Ｒ＞２の条件）の条件が成り立つようにすることである。また、二つの

パラメーターを等しくした方が、自動車の走行上好ましい。もし、等しくとることができないとき

は、大きいパラメーターが小さいパラメーターの２倍以下となるようにするものとする。

図７　　Ｓ　型　の　設　計



5）  独立片押し型　（分割型）

　　独立片押し型は、一般のクロソイド設置型としては示されていないが、基本型及び凸型における

前後のクロソイド曲線と円曲線とをそれぞれ個別の独立した曲線として取り扱い、クロソイド曲線

（Ｒ１）と円曲線（Ｒ２）とクロソイド曲線（Ｒ３）、又はクロソイド曲線（Ｒ１）とクロソイド

曲線（Ｒ３）とを接続させるものとがある。これらは、曲率半径は通常同一とするが、パラメー

ターは地形的に合わせ適宜実施するもので、一方から片押しとして実施できるなど林道設計に適し

た方法と考えられる。

図８　　片押し型（説明図）

　　図８が示すように、IPを分割してIP－１（クロソイド）、IP－２（円曲線）及びIP'－３（クロ

ソイド）と三つの曲線を設定することになるが、林道の単曲線設計と同様に中心線に近い位置に

IPを設定できる利点がある。

　(3)　２車線における緩和曲線によるすり付けは、次によるものとする。

ア　すり付けの方法

　　林道の中心線に緩和曲線が設定されている場合の車道端拡幅部へのすり付け方法としては、

　①緩和曲線区間で一様にすり付ける方法、②すり付け端がなめらかになるようにさらに高次の放

　物線を使用する方法、③車道端にも緩和曲線を挿入する方法等があるが、①の方法によることを

　標準とする。



イ　すり付けの計算等

　1）　内側を拡幅する場合

　　　内側を拡幅する場合の拡幅量は、車線（又は車道）の中心線の法線方向にとるものとする。

　　緩和曲線によるすり付けは図９によるものとし、Lnにおける拡幅量 (wn)は次式で計算し、は次

　　式で計算し、すり付けのなめらかさを考慮して、①式又は②式を選択するものとする。

図９　内側に拡幅する場合の緩和曲線によるすり付け

ｗｎ＝ａ ・ｗ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ①式

ｗｎ＝（４ａ
３
－３ａ

４
）ｗ・・・・・・・・・・②式

   Ｌｎ

    Ｌ

　　　    ｗ：拡幅量

　(4)　２車線において幅員を拡幅した場合の中心線の取り扱いは、次によるものとする。

ア　設計測設中心線

　　設計において現地測設する中心線は、図10のＣ線とする。

イ　道路中心線（センターライン）

　　道路中心線（センターライン）は、図10に示すようにその位置における拡幅を含む幅員の２分の

　１の点とする。

図10　拡幅した場合の中心線区分

ここに、 ａ：































第21条　縦断曲線

 【県細則】

　(1)　縦断曲線の設置

ア　縦断曲線式

　　縦断曲線の設定は次式による

ｙ’：縦断勾配線からの縦距　（ｍ）

ｘ　：縦距に対応する横距　（ｍ）

Ｌ　：縦断曲線長　（ｍ）

|ⅰ１－ⅰ２|　：縦断勾配の代数差の絶対値　（％）

イ　縦断曲線長式

　　アの式に用いる縦断曲線の長さは、この規程で定めている最低値を用いる場合、縦断勾

　配の代数差の絶対値によっては、規定の縦断曲線半径を満たさないことが多いので、次式

　によって縦断曲線半径を満足する縦断曲線長を求めて適用しなければならない。

　

Ｌ：縦断曲線長　（ｍ）　ただし、10ｍ単位とする

Ｒ：縦断曲線の半径　（ｍ）

|ⅰ１－ⅰ２|　：縦断勾配の代数差の絶対値　（％）

ウ　縦断曲線半径式

|ⅰ１－ⅰ２|

Ｒ：縦断曲線の半径

Ｌ：縦断曲線長　（ｍ）　ただし、10ｍ単位とする

|ⅰ１－ⅰ２|　：縦断勾配の代数差の絶対値　（％）

Ｒ＝ Ｌ

ｙ’＝ ｘ
２

Ｌ＝ Ｒ

|ⅰ１－ⅰ２|

200Ｌ

|ⅰ１－ⅰ２|

100

100



第23条　横断勾配

 【県細則】

　(1)　横断勾配は、次表を標準とする。

（％）

林業専用道については、原則、水平とする。

ただし、現地の地形・地質の状況から路面を凸型構造とするほうが有利な場合、路面水の分

散処理を図るため、谷川に片勾配を設ける場合は、５％以下の勾配とし、車両の安全通行を

考慮して、次の条件すべてを満たす箇所に設置できる。

①縦断勾配が５％以下の箇所

②地形傾斜度が２０度程度以下の箇所

③スリップしたすい粘性土などの土質でない箇所

第24条　合成勾配

 【県細則】

　(1)　合成勾配は、次式により算定することとする。

Ｓ＝√ⅰ２＋j ２

Ｓ ：合成勾配　（％）

ｉ ：横断勾配又は片勾配　（％）

ｊ ：縦断勾配　（％）

1.5

全幅員
7．0ｍ

路面の種類
3．0～5．0ｍ

コンクリート舗装道 2

砂　　　 利　　　 道 3 -

アスファルト舗装道 2 1.5



第26条　自動車道の取付け

　【県細則】

　(1)　分岐点の曲線半径

　　林道と他の自動車道との取付けは、原則として２方向取付けとし、曲線半径は次表の

　値以上とする。

　(2)   設計にあたっては、取り付ける道路等の管理者及び交差点を形成する場合は交通管

理者と十分連絡調整及び協議の上実施するものとする。

２級自動車道 １２ｍ

３級自動車道 ６ｍ

林業専用道 １２ｍ

１級自動車道 １５ｍ

区　　　　　分 曲　線　半　径　（Ｒ）



第29条　待避所及び車廻し

 【県細則】

〔待避所〕

  待避所は、自動車道の種類及び級別の区分に応じ、次の規格により設けるものとする。

〔車廻し〕

  車廻しは、自動車道の種類及び級別の区分に応じた設計車両を勘案し、適切な規格で設け

ものとする。

  車廻しの自動車道への設置位置は、地形や地質の条件、待避所や林業作業用施設の配置

状況を踏まえて、適切に配置する。

（設置例）

１　セミトレーラ切り返しタイプ（第１種２級自動車道の例）

①路体片側への設置例

第2種

２０ｍ

林業専用道 ２０ｍ

６.０ｍ

５.５ｍ

５.５ｍ

３.０ｍ

４.０ｍ

３.０ｍ

３　級 １０ｍ ４.０ｍ

1　級

２３ｍ

２　級

０.５ｍ

（１車線）

２　級

１　級

ＳＷ１ ＳＷ２

０.３ｍ

区　　分 有効長 路　肩
車道幅員

ＳＷ
取付長

４.０ｍ ６.０ｍ

２.０ｍ

３.０ｍ ５.５ｍ

１７.０ｍ

８.７ｍ

　300ｍ　以内

　500ｍ　　〃

１１.３ｍ

９.８ｍ

１１.３ｍ

間　　　　　隔

　500ｍ　　〃

　300ｍ　　〃待避所

Ｗ： 全 幅 員

ＳＷ： 車道幅員

第1種



②振り分けによる設置例

２　セミトレーラ旋回タイプ（第１種２級自動車道の例）

３　普通自動車切り返しタイプ（第２種２級自動車道の例）

①単独設置の例

※   待避所及び車廻しは極力残土処理等を利用し直線部に設けることが望ましい。

②待避所に併設設置の例

③突込み型の例



４　小型自動車切り返しタイプ（第２種３級自動車道の例）


